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保
護
者
の
皆

様
に
は
、
日
ご

ろ
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
応
の
５
類
移
行
に
よ
り
こ
こ
ま
で

学
校
行
事
は
ほ
ぼ
流
行
以
前
と
同
様
に
予
定
通
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

完
全
に
終
息
と
ま
で
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

本
校
の
生
徒
・
教
職
員
も
若
干
名
で
は
あ
り
ま
す

が
感
染
者
も
お
り
、
一
刻
も
早
く
終
息
す
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
六
月
考
査
終
了
後
の
六
月
二
十
九
、

三
十
日
に
体
育
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
揃
い
の
ク
ラ
ス
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

散
し
て
い
ま
し
た
。
七
月
七
日
、
八
日
に
は
昇
龍

祭
を
生
徒
会
の
要
望
も
あ
り
二
日
間
開
催
と
し
ま

し
た
。
特
に
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
昇
龍
祭
委
員
の
皆
様
に
は

記
録
的
な
暑
さ
の
中
、
ご
奮
闘
い
た
だ
き
ま
し
て

「
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
」
等
す
べ
て
完
売
し
、
売
上

金
の
ご
寄
付
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
高
校

生
活
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
高
校
総
体
、そ
し
て
、

夏
の
高
校
野
球
、
全
国
高
校
総
体
、
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
活
躍
は
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
選
抜
大
会
に

も
コ
マ
を
進
め
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
に
は
中
央
高
校
創
立
六
〇
周
年
記
念

式
典
、
四
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
で
の
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国

際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
祝
賀
会
を
多
く
の
ご
来
賓

と
海
外
姉
妹
校
十
校
、
沖
縄
尚
学
高
校
の
参
加
を

い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
「
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
世
界
を
変
え
よ
う
」
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
の
３
年
目
の
完
成
年
度
と
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。
一
つ
の
学
校
が
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
は
奇
跡
的
で
あ
り
、
大
変
素
晴

ら
し
い
と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
各
方
面
か
ら
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
日
の
様
子
は
是
非
Ｈ
Ｐ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
も
あ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
全
員
の
ご
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
改
め
て
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
三
年
生
は
卒
業
後
の
進
路
に
向
け
て
最
も

大
切
な
時
期
と
な
り
ま
す
。
卒
業
生
の
一
人
ひ
と

り
に
「
合
格
お
め
で
と
う
。
卒
業
お
め
で
と
う
」

と
言
わ
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

校長
千葉 研二

「
御
礼
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長

前
田　

侑
那（
３
Ｓ
Ｚ
）

今
年
は
、
第
24
回
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
コ
ロ
ナ
明
け
4

年
ぶ
り
に
通
常
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
盛
岡
中
央
高
校
は
同
年

9
月
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
そ

の
特
別
な
年
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「T
hink globally and act locally-

T
ransform

ing the w
orld using 

the SD
Gs

」を
テ
ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
発
達
課
題
で
あ
る
、
海
の
豊
か
さ
、

陸
の
豊
か
さ
、
気
候
変
動
へ
の
具
体

的
な
対
策
、
の
三
つ
の
観
点
か
ら
探

究
を
進
め
、
発
展
し
ま
し
た
。
交
流

を
通
じ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た

生
徒
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
発
達
課
題
の
よ

う
な
社
会
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

多
様
性
や
こ
れ
か
ら
自
分
が
で
き
る

事
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
が
得

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
て
、行
動
範
囲
が
広
く
な
っ

た
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋

め
る
以
上
に
、
よ
り
良
い
未
来
へ
向

け
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
経
験
を
活

か
し
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
中
止
や
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
4
年
ぶ
り

に
海
外
姉
妹
校
の
生
徒
、
教
員
を
日

本
に
招
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
実
際
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ

イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、大
韓
民
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
イ
ギ
リ
ス
の
10
か
国
の
姉
妹
校

生
徒
な
ら
び
に
先
生
方
が
来
日
し
ま

し
た
。
1
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
発
表
の
準
備
や
文
化
交
流
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
、
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
下
さ
い
ま

し
た
ご
家
庭
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
本
校
の
創
立
60
周
年
の

年
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
節
目
の

年
に
、
中
央
高
校
の
国
際
交
流
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
対
面
で
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
４
年
ぶ
り
の
対
面
実
施
と

い
う
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
知
る
生
徒
が
い
な
い

状
況
で
し
た
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
生
徒
は
教
職
員
や
実
行
委
員

同
姉
妹
校
生
徒
と
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
本
番
に
向
け
て

各
々
の
役
割
を
全
う
し
よ
う
と
非
常

に
意
欲
的
に
行
動
し
ま
し
た
。
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
に
導
く
こ
と

が
出
来
た
の
は
こ
う
し
た
生
徒
た
ち

の
主
体
的
な
行
動
す
る
力
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

楽
曲
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
も
行

い
、
新
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
象
徴
す

る
よ
う
な
新
し
い
試
み
も
い
く
つ
か

行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の

国
際
交
流
の
要
と
し
て
今
後
も
よ
り

良
い
も
の
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（

国
際
課
長
／
石
川
圭
一
郎
）

第
24
回
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
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2
回
戦

　

盛
岡
中
央
4
―
1
江
南
義
塾
盛
岡

準
々
決
勝

　

盛
岡
中
央
3
―
0
盛
岡
北

準
決
勝

　

盛
岡
中
央
0
―
2
専
大
北
上

第
3
代
表
決
定
戦

　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
大
附

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
今
年
度
、
高
総
体
ベ

ス
ト
4
、
I 
L
e
a
g
u
e
1
部
で

第
3
位
、
フ
ッ
ト
サ
ル
Ｕ
18
東
北
大
会

第
3
位
、
選
手
権
岩
手
県
大
会
第
3
位

の
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
選
手
権
で
も
準
決
勝
で
敗
退
し
第

3
位
で
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
全
校
生

徒
約
8
0
0
人
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
熱

い
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
選
手
権
県
大
会
を
勝
ち
上
が

り
、
全
国
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。�

（
顧
問
／
中
森
淳
）

【
男
子
柔
道
部
】

●
令
和
5
年
度
第
75
回
岩
手
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

団
体
戦

第
2
位

菊
池
央
太
郎
、
山
田
力
丸
、
明
戸
悠
太
、

鈴
木
輝
星
、
鴫
原
翼
、
成
田
謙
伸
、
勝

田
莉
央
、

一
回
戦　

盛
岡
中
央
5
―
0
久
慈
東
高

準
々
決
勝　

盛
岡
中
央
5
―
0
盛
岡
工
業

準
決
勝　

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
南
高

決　

勝　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
大
附

個
人
戦

73
㎏
級　

3
位　

鈴
木
輝
星（
3
A
1
）

100
㎏
級　

3
位　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

2
位　
菊
池
央
太
郎（
3
A
1
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

●
第
73
回
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会

団
体
戦

二
回
戦
敗
退

山
田
力
丸
、
明
戸
悠
太
、
鈴
木
輝
星
、

鴫
原
翼
、
諸
沢
文
汰
、
成
田
謙
伸
、
勝

田
莉
央

個
人
戦

100
㎏
超
級　

3
位　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

●
第
56
回
岩
手
県
高
等
学
校
1
・
2
年

柔
道
大
会

1
年
生
の
部　

個
人
戦

60
㎏
級　

2
位　

觸
澤　

蒼（
1
A
1
）

66
㎏
級　

優
勝　
佐
藤
劉
ノ
心（
1
A
1
）

100
㎏
超
級　

3
位　

根
子
翔
冶（
1
B
1
）

第
2
学
年
の
行
事
と
し
て
9
月
30
日（
土
）Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
Ｏ（
盛
岡
市
動
物
園
）に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
垣
根
を
越
え
て
の
実
施
と
な
り
、
普
段
見

る
事
の
な
い
キ
リ
ン
や
ゾ
ウ
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を

撮
っ
た
り
、
餌
や
り
を
し
た
り
と
、
我
々
教
員
団
も

新
鮮
な
気
持
ち
で
生
徒
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

当
初
の
目
的
通
り
、
コ
ー
ス
を
横
断
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
次
回
の
学
年
行
事
は
み
た
け
地
区
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
学
年
長　

伊
東　

雄
一
）

9
月
30
日（
土
）、
1
学
年
行
事
と
し
て
ク
ラ
ス
対

抗
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
ク

ラ
ス
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
、
1
試
合
10
分
以
内
で
時

間
進
行
。
結
果
、
1
位
1
Ａ
1
、
2
位
1
Ｓ
Ｚ
1
で

し
た
。
実
施
に
当
た
り
、
会
場
準
備
、
進
行
、
審
判
、

後
片
付
け
な
ど
、
学
級
委
員
、
体
育
委
員
が
よ
く
動

い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
時
間
通
り
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ
ル

な
く
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雨
が
心
配
な

天
候
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
の
元
気
が
は
ね
の
け
ま

し
た
。

（
１
学
年
長　

朝
日
田 

光
晴
）

Global Studies Program
　国際Rコース生徒を対象に、7月31日～ 8
月４日の日程で行われました。このプログ
ラムは日本有数の大学。大学院に留学して
いる外国人をグループリーダーに迎え、自
己のアイデンティティーや世界の諸問題、
将来的に社会にどのように関わっていくか
などについてオールイングリッシュの環境
でディスカッションを行うものです。最後
はもちろん英語でのプレゼンテーションを
行い、楽しく明るい雰囲気の中で有意義な
プログラムとなりました。

（国際Rコース長　石川圭一郎）

帰国報告会
　カナダ（ 1 年、 5 カ月、 3 カ月）、オーストラリア
の 1 タームの留学報告を行いました。今回はさらに
台湾研修の生徒達も研修報告を行いました。コロナ
禍の影響からカナダ留学のみの実施が続いていま
したが、昨年度 1 月出発からオーストラリア及び
ニュージ―ランドも再開しています。今回はその中
のオーストラリア 1 ターム留学生徒（東医Ｖ、特進
Ｚ、国際Ｒ）の発表となりました。すべて英語での
プレゼンテーションを立派にやり遂げました。
� （国際Rコース長　石川圭一郎）

学
年
行
事

国際Ｒコース

1
学
年

2
学
年

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
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【
野
球
部
】

●
第
1
0
5
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
岩
手
大
会

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
18
―
2（
5
C
）沿
岸
連
合

（
岩
泉
・
山
田
・
大
槌
）

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
1
―
9（
8
C
）一
関
学
院

●
第
76
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野

球
岩
手
県
大
会
盛
岡
地
区
予
選

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
6
―
1
盛
岡
農
業

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
6
―
1
盛
岡
工
業

　

盛
岡
中
央
1
―
3
盛
岡
第
三

●
第
76
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
岩

手
県
大
会　

13
年
ぶ
り
秋
季
東
北
大
会
出
場

1
回
戦　

　

盛
岡
中
央
7
―
2
盛
岡
南

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
5
―
1
専
大
北
上

準
々
決
勝

　

盛
岡
中
央
8
―
5
盛
岡
大
附

準
決
勝

　

盛
岡
中
央
5
―
6
久
慈
高

3
位
決
定
戦

　

盛
岡
中
央
5
―
1
水
沢
工
業

●
第
76
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
5
―
8
学
法
石
川
高

●
い
わ
て
国
体
記
念　

第
７
回
１
年
生

野
球
交
流
大
会　

盛
岡
地
区
予
選

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
9
―
0（
7
C
）盛
岡
北
高

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
9
―
0
江
南
義
塾（
不
戦
勝
）

代
表
決
定
戦

　

盛
岡
中
央
0
―
8（
8
C
）盛
岡
大
附

野
球
部
は
2
年
生
31
名
1
年
生
24
名

の
55
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

夏
の
選
手
権
予
選
で
は
、
甲
子
園
出

場
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
2
回
戦
で
一
関
学
院
高
校
に
敗
戦

す
る
と
い
う
悔
し
い
結
果
で
し
た
。

新
チ
ー
ム
は
秋
季
県
大
会
を
激
戦
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上
が
り
、
第
3
位
代

表
と
し
て
13
年
ぶ
り
に
秋
季
東
北
大
会

に
出
場
し
て
参
り
ま
し
た
。
東
北
大
会

で
は
ベ
ス
ト
4
に
進
出
し
た
福
島
県
第

3
代
表
の
学
校
法
人
石
川
高
校
を
相
手

に
、
序
盤
か
ら
試
合
を
優
位
に
す
す
め

な
が
ら
も
8
回
裏
に
逆
転
を
許
す
悔
し

い
初
戦
敗
退
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
1
・
2
年
生
選
手
は
来
年
の
甲
子

園
出
場
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
、
個
人
の

課
題
に
向
き
合
い
練
習
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
P
T
A
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
野
球
部
へ
の
ご
支
援
と

ご
協
力
、
ご
声
援
を
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
顧
問
／
本
間
崇
朗
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

●
高
円
宮
杯 JFA

 U
-1

8
 

サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ 2

0
2

3
 

岩
手 i.LEA

G
U

E

　

D
ivision

Ⅰ�

第
3
位

　

D
ivision

ⅡA
�

第
3
位

　

D
ivision

Ⅲ
サ
テ
ラ
イ
ト�

第
3
位

●
第
1
0
2
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
12
―
0
葛
巻

3
回
戦

　

盛
岡
中
央
10
―
0
大
船
渡
・
髙
田
・
大
槌
合
同

準
々
決
勝

　

盛
岡
中
央
1
―
0
不
来
方

準
決
勝

　

盛
岡
中
央
0
―
3
遠
野�

（
第
3
位
）

●
第
58
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会

男
子
の
部　

第
3
位

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
5
―
0
水
沢　

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
4
―
1
江
南
義
塾
盛
岡

準
々
決
勝

　

盛
岡
中
央
3
―
0
盛
岡
北

準
決
勝

　

盛
岡
中
央
0
―
2
専
大
北
上

第
3
代
表
決
定
戦

　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
大
附

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
今
年
度
、
高
総
体
ベ

ス
ト
4
、
I 

L
e
a
g
u
e
1
部
で

第
3
位
、
フ
ッ
ト
サ
ル
Ｕ
18
東
北
大
会

第
3
位
、
選
手
権
岩
手
県
大
会
第
3
位

の
結
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
選
手
権
で
も
準
決
勝
で
敗
退
し
第

3
位
で
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
全
校
生

徒
約
8
0
0
人
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
熱

い
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
選
手
権
県
大
会
を
勝
ち
上
が

り
、
全
国
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。�

（
顧
問
／
中
森
淳
）

【
男
子
柔
道
部
】

●
令
和
5
年
度
第
75
回
岩
手
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

団
体
戦

第
2
位

菊
池
央
太
郎
、
山
田
力
丸
、
明
戸
悠
太
、

鈴
木
輝
星
、
鴫
原
翼
、
成
田
謙
伸
、
勝

田
莉
央
、

一
回
戦　

盛
岡
中
央
5
―
0
久
慈
東
高

準
々
決
勝　

盛
岡
中
央
5
―
0
盛
岡
工
業

準
決
勝　

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
南
高

決　

勝　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
大
附

個
人
戦

73
㎏
級　

3
位　

鈴
木
輝
星（
3
A
1
）

100
㎏
級　

3
位　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

2
位　
菊
池
央
太
郎（
3
A
1
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

●
第
73
回
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会

団
体
戦

二
回
戦
敗
退

山
田
力
丸
、
明
戸
悠
太
、
鈴
木
輝
星
、

鴫
原
翼
、
諸
沢
文
汰
、
成
田
謙
伸
、
勝

田
莉
央

個
人
戦

100
㎏
超
級　

3
位　

明
戸
悠
太（
3
A
2
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

山
田
力
丸（
3
A
2
）

●
第
56
回
岩
手
県
高
等
学
校
1
・
2
年

柔
道
大
会

1
年
生
の
部　

個
人
戦

60
㎏
級　

2
位　

觸
澤　

蒼（
1
A
1
）

66
㎏
級　

優
勝　
佐
藤
劉
ノ
心（
1
A
1
）

100
㎏
超
級　

3
位　

根
子
翔
冶（
1
B
1
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

10
月
12
日（
木
）に
、
岩
手
大
学
と
岩
手
県
立
大
学

か
ら
9
名
の
講
師
を
招
き
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
徒
は
興
味
の
あ
る
分
野
の
講
義
を
静
か

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
出
前
講
座

▪
Ｐ
Ｔ
Ａ
昇
龍
祭

今
年
度
は
、
4
年
ぶ
り
の
2
日
間
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

は
、「
バ
バ
ヘ
ラ
ア

イ
ス
」「
玉
こ
ん
に
ゃ

く
」「
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
」「
フ
ル
ー
ツ

サ
イ
ダ
ー
」を
委
員

の
皆
様
と
販
売
い
た

し
ま
し
た
。
ど
れ
も

大
盛
況
で
完
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

(

Ｐ
Ｔ
Ａ
昇
龍
祭

担
当
／
中
森
淳)

▪
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行

11
月
2
日
に
、
4
年
ぶ
り
の
県
外
研
修
旅
行
と

し
て
、
秋
田
大
学
を
見
学
し
ま
し
た
。
約
20
名
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
学
の
概
要

説
明
を
受
け
、
ま
た
、
食
事
会
や
買
い
物
タ
イ
ム

を
通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
も
図
れ
た
と
思
い
ま

す
。参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。(

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
／
中
森
淳)

〜 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動 

〜
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100
㎏
超
級　

3
位　
鳥
内
璃
比
都（
1
B
1
）

2
年
生
の
部　

個
人
戦

73
㎏
級　

3
位　

諸
沢
文
汰（
2
B
2
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

鴫
原　

翼（
2
A
2
）

●
第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会

男
子
団
体
戦

2
位

鴫
原
翼
、
成
田
謙
伸
、
諸
沢
文
汰
、
勝

田
莉
央
、
鳥
内
璃
比
都
、
佐
藤
劉
ノ
心
、

觸
澤
蒼

個
人
戦

60
㎏
級　

2
位　

觸
澤　

蒼（
1
A
1
）

66
㎏
級　

優
勝　

成
田
謙
伸（
2
A
1
）

73
㎏
級　

3
位　

諸
沢
文
汰（
2
B
2
）

100
㎏
超
級　

優
勝　

鴫
原　

翼（
2
A
2
）

100
㎏
超
級　

3
位　

根
子
翔
冶（
1
B
1
）

　

本
校
男
子
柔
道
部
は
、
岩
手
県
優
勝

を
目
標
に
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
高
校
総
体
で
も
あ
と

一
つ
取
れ
ず
準
優
勝
に
終
わ
り
ま
し

た
。
個
人
戦
で
は
東
北
大
会
優
勝
や
3

位
入
賞
者
は
出
ま
し
た
が
、
団
体
戦
で

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
り

ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
思
い
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
が
、
決
勝
戦
に
お
い

て
盛
岡
大
附
属
高
校
と
3
―
1
で
敗
退

す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
選
手
一
同
一
度
掲
げ

た
目
標
を
変
え
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
次
回
選
手
権
で
は
、
よ
り
一

層
、
練
習
内
容
を
工
夫
し
相
手
の
ス
キ

を
つ
い
て
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
優
勝
を

狙
っ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
応
援
が
、

選
手
ら
一
人
一
人
の
力
に
な
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
応
援
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
顧
問
／
久
保
田 

豪
）

【
女
子
柔
道
部
】

●
第
56
回
岩
手
県
高
等
学
校
1
、
2
年

生
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

個
人
戦

48
㎏
級　

1
位　

根
子
美
優（
2
B
1
）

52
㎏
級　

2
位　

小
松
秋
音（
1
A
2
）

57
㎏
級　

2
位　

吉
田
芙
珠（
2
A
2
）

63
㎏
級　

2
位　

阿
部
柚
月（
2
B
1
）

70
㎏
級　

3
位　

川
村
紅
葉（
1
A
1
）

78
㎏
級　

3
位　
阿
部
凜
々
花（
1
A
1
）

78
㎏
超
級　

2
位　

市
村
千
愛（
2
B
2
）

●
第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会

団
体
戦　

3
位

吉
田　

芙
珠（
2
A
2
）

阿
部　

柚
月（
2
B
1
）

市
村　

千
愛（
2
B
2
）

青
山　

桃
花（
2
B
2
）

小
松　

秋
音（
1
A
2
）

個
人
戦

48
㎏
級　

2
位　

根
子
美
優（
2
B
1
）

52
㎏
級　

1
位　

青
山
桃
花（
2
B
2
）

52
㎏
級　

2
位　

小
松
秋
音（
1
A
2
）

57
㎏
級　

2
位　

吉
田
芙
珠（
2
A
2
）

63
㎏
級　

2
位　

阿
部
柚
月（
2
B
1
）

70
㎏
級　

3
位　

川
村
紅
葉（
1
A
1
）

78
㎏
級　

2
位　
阿
部
凜
々
花（
1
A
1
）

78
㎏
超
級　

2
位　

市
村
千
愛（
2
B
2
）

　

女
子
柔
道
部
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中

心
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
日
々
の
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
新
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た

新
人
戦
で
は
、
団
体
戦
3
位
、
個
人
戦

入
賞
者
8
名
と
奮
闘
し
ま
し
た
。
次
は

全
国
選
手
権
大
会
の
県
予
選
が
行
わ
れ

ま
す
。
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
団
体

戦
、
個
人
戦
と
も
に
優
勝
し
、
全
国
大

会
の
切
符
を
勝
ち
取
り
に
行
き
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（顧

問
／
長
澤
英
胤
・
佐
々
木
万
実
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

●
県
秋
季
大
会　

第
3
位

準
々
決
勝　

盛
岡
中
央
24
―
13
盛
岡
四

準
決
勝　

盛
岡
中
央
23
―
36
花
巻
北

　
　

第
三
シ
ー
ド
決
定
戦

　
　
　
　

盛
岡
中
央
27
―
18
盛
岡
南

●
県
新
人
大
会　

第
3
位

二
回
戦　

盛
岡
中
央
29
―
27
盛
岡
三

三
回
戦　

盛
岡
中
央
29
―
20
盛
岡
四

準
決
勝　

盛
岡
中
央
24
―
33
花
巻
北

　
　

第
三
シ
ー
ド
決
定
戦

　
　
　
　

盛
岡
中
央
24
―
23
盛
岡
南

　

六
月
に
三
年
生
が
東
北
大
会
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新

チ
ー
ム
は
高
い
目
標
を
持
っ
て
日
々
努

力
し
て
い
ま
す
。「
堅
守
速
攻
」「
勇
往

邁
進
」の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
現
在
二

つ
の
大
会
を
終
え
ま
し
た
が
、
共
に
第

三
位
と
な
り
ま
し
た
。
二
位
と
の
差
を

埋
め
る
べ
く
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

考
え
て
い
ま
す
。
十
二
月
二
十
一
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
県
選
抜
大
会
で
、
東
北

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、

更
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
顧
問
／
杉
田
陽
子
）

【
陸
上
競
技
部
】

●
第
75
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

2
部
男
子
走
高
跳

　

3
位　

小
野
真
悟（
1
Z
1
）　

●
第
74
回
岩
手
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

男
子
走
高
跳

　

3
位　

小
野
真
悟（
1
Z
1
）

東
北
新
人
大
会
出
場

男
子
棒
高
跳

　

6
位　

菅
原
恵
太（
1
Z
2
）

　

部
員
は
3
年
生
の
引
退
後
、
短
距
離

（
跳
躍
・
投
擲
含
む
）ブ
ロ
ッ
ク
18
名
、

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
3
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

2
名
の
合
計
23
名
で
、
全
国
大
会
・
東

北
大
会
出
場
、
県
大
会
入
賞
を
目
指
し

岩
手
県
営
運
動
公
園
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
1
年
生
が
17
名
入
部
し
、

活
気
の
あ
る
日
々
を
送
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
新
人
戦
で
は
男
子
走
高
跳
に
お

い
て
3
位
入
賞
、
男
子
棒
高
跳
に
お
い

て
6
位
入
賞
と
い
う
成
果
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
1
年
生
と
い
う
こ
と
で
、

同
学
年
は
も
ち
ろ
ん
上
級
生
に
も
刺
激

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
長
距

離
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
1
年
生
が
主

体
と
な
り
、
岩
手
県
新
人
戦
で
は
男
子

8
0
0
m
に
お
い
て
B
決
勝
進
出
を
果
た

し
、
着
実
に
力
が
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
今
年
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
は
更
な
る
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
に

努
力
し
、
一
人
で
も
多
く
全
国
大
会
・

東
北
大
会
に
出
場
出
来
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問
／
工
藤　

洸
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
第
69
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
盛
岡
地
区
予
選

第
1
回
戦

　

盛
岡
中
央
55
―
66
盛
岡
商
業

敗
者
復
活
戦

　

盛
岡
中
央
82
―
38
不
来
方
・
紫
波
総
合（
合
同
チ
ー
ム
）

　

岩
手
県
大
会
出
場

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
現

在
、
2
年
生
10
人
、
1
年
生
8
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
一
人
一
人
技

術
向
上
の
た
め
に
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
、

互
い
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、
技
術

を
教
え
合
っ
た
り
し
て
、
1
勝
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
強

化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
チ
ー
ム
で

連
携
し
た
守
り
が
強
み
と
な
る
よ
う
、

日
々
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は

更
な
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
強
化
に
加

え
、
個
々
の
オ
フ
ェ
ン
ス
ス
キ
ル
の
向

上
に
向
け
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、日
々

の
部
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
顧
問
／
田
村
祐
太
）

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

●
第
33
回
東
北
私
立
高
等
学
校
男
子
・
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
予
選
会

（
兼　

第
23
回
岩
手
県
私
立
高
等
学
校
男

子
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
）

予
選
リ
ー
グ

　

盛
岡
中
央
0
―
2
水
沢
第
一

　

盛
岡
中
央
0
―
2
一
関
修
紅

代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦　

　

盛
岡
中
央
2
―
0
専
大
北
上

2
回
戦

　

盛
岡
中
欧
0
―
2
盛
岡
誠
桜

　

予
選
敗
退

●
第
76
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等

学
校
選
手
権
大
会
盛
岡
地
区
予
選

予
選
リ
ー
グ

　

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
四

　

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
二

代
表
決
定
戦

　

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
商
業

敗
者
復
活
戦

　

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
大
附
属

　

予
選
敗
退

　

1
年
生
6
名
、
2
年
生
7
名
の
計
13

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
元
気
な
だ
け
が
取
り
柄
の

チ
ー
ム
で
す
が
、地
区
予
選
を
突
破
し
、

県
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。�

（
顧
問
／
中
野　

浩
）

【
卓
球
部
】

●
第
69
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
卓
球

競
技
大
会

男
子
学
校
対
抗　
　

2
回
戦
敗
退

女
子
学
校
対
抗　
　

2
回
戦
敗
退

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

2
回
戦
敗
退

　

齋
藤
空
河（
2
A
1
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

2
回
戦
敗
退

　

大
崎
利
心（
2
A
1
）

　

外
下
朋
果（
1
S
Z
1
）

　

村
井
瑞
歩（
1
A
2
R
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

2
回
戦
敗
退

　

大
崎
利
心（
2
A
1
）・
外
下
朋
果

（
1
S
Z
1
）ペ
ア

　

3
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
と
し

て
初
の
大
会
と
な
る
新
人
大
会
は
、
男

女
と
も
盛
岡
地
区
予
選
を
通
過
し
県
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

惜
し
く
も
ベ
ス
ト
16
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
生
徒
は
1
月
に
盛
岡
市
で

開
催
さ
れ
る
県
選
抜
個
人
戦
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
保
護
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
朝
早
く
か

ら
の
練
習
試
合
会
場
へ
の
送
迎
や
活
動

の
支
援
と
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
顧
問
／
吉
田
幸
彦
・
佐
々
木
美
咲
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

●
第
63
回
岩
手
県
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会（
盛
岡
地
区
大
会
）

〇
団
体
戦

　

男
子

2
回
戦　

盛
岡
中
央
2
―
3
盛
岡
農
業

　

女
子

2
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
盛
岡
商
業

〇
個
人
戦

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

川
村
光
矢（
2
A
1
）・
中
田
仁
汰

（
2
S
Z
2
）ペ
ア

県
大
会
出
場
決
定（
8
位
）

●
第
63
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会

〇
団
体
戦

　

男
子

2
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
一
関
第
二

　

女
子

2
回
戦　

盛
岡
中
央
0
―
3
大
船
渡

〇
個
人
戦（
ダ
ブ
ル
ス
）

１
回
戦

　

川
村
・
中
田
ペ
ア
0
―
2
前
沢

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
16
名
、
女

子
8
名
で
活
動
し
て
お
り
、
基
礎
打
ち

や
基
礎
体
力
向
上
の
た
め
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
週
末
は
体
育
館

全
面
を
利
用
し
、
試
合
形
式
の
練
習
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
他
校
と

の
練
習
試
合
を
積
極
的
に
行
い
、
本
番

に
向
け
た
練
習
を
行
い
ま
し
た
。4
月
、

5
月
の
高
総
体
で
は
思
っ
た
よ
う
に
実

力
が
奮
わ
な
か
っ
た
生
徒
が
多
か
っ
た

み
た
い
で
す
が
、
9
月
、
10
月
の
新
人

戦
で
は
、
数
年
ぶ
り
に
個
人
戦
に
出
場

す
る
生
徒
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
の
流

れ
を
い
い
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
生

徒
た
ち
の
今
後
の
課
題
が
見
え
た
の

で
、
気
を
引
き
締
め
て
今
後
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問
／
野
寄　

裕
）

【
テ
ニ
ス
部
】

●
第
55
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ

ス
大
会

男
子
団
体　

一
回
戦
敗
退

●
令
和
5
年
度 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ン
グ
ル
ス　

女
子

　

3
位　

藤
澤
乃
々
花（
１
Z
1
）

　

昨
年
は
男
子
の
み
の
活
動
で
し
た

が
、
今
年
度
は
女
子
生
徒
も
入
部
し
さ

ら
に
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
個
人
で

は
2
回
戦
、
3
回
戦
と
上
位
進
出
で
き

る
選
手
が
出
て
き
て
お
り
、
今
後
が
非

常
に
楽
し
み
で
す
。
団
体
戦
は
惜
し
く

も
敗
戦
し
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
試

合
は
非
常
に
接
戦
で
見
ご
た
え
の
あ
る

も
の
で
し
た
。
女
子
は
残
念
な
が
ら
個

人
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
の
高
校
総
体
に
向
け
て
冬
季
の
フ
ィ

ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
基
礎
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
し
っ
か
り
励
み
、
個
人
、
団

体
と
も
に
各
選
手
の
自
己
ベ
ス
ト
が
出

せ
る
よ
う
に
頑
張
ら
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
顧
問
／
石
川
圭
一
郎
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

●
第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会

男
子　

団
体
戦

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
3
―
0
盛
岡
農
業

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
0
―
2
岩
手

女
子　

団
体
戦　

※
岩
手
女
子
高
校
と

合
同
チ
ー
ム

1
回
戦

　

盛
岡
中
央
2
―
1
岩
泉
・
釜
石
商
工

2
回
戦

　

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
二

●
第
50
回
東
北
私
立
高
等
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

男
子　

個
人
戦

　

田
中
館
爽
汰（
2
B
1
）・
藤
澤
孝
輝

（
2
Z
1
）ペ
ア
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力
し
て
い
ま
す
。「
堅
守
速
攻
」「
勇
往

邁
進
」の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
現
在
二

つ
の
大
会
を
終
え
ま
し
た
が
、
共
に
第

三
位
と
な
り
ま
し
た
。
二
位
と
の
差
を

埋
め
る
べ
く
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

考
え
て
い
ま
す
。
十
二
月
二
十
一
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
県
選
抜
大
会
で
、
東
北

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、

更
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
顧
問
／
杉
田
陽
子
）

【
陸
上
競
技
部
】

●
第
75
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

2
部
男
子
走
高
跳

　

3
位　

小
野
真
悟（
1
Z
1
）　

●
第
74
回
岩
手
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

男
子
走
高
跳

　

3
位　

小
野
真
悟（
1
Z
1
）

東
北
新
人
大
会
出
場

男
子
棒
高
跳

　

6
位　

菅
原
恵
太（
1
Z
2
）

　

部
員
は
3
年
生
の
引
退
後
、
短
距
離

（
跳
躍
・
投
擲
含
む
）ブ
ロ
ッ
ク
18
名
、

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
3
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

2
名
の
合
計
23
名
で
、
全
国
大
会
・
東

北
大
会
出
場
、
県
大
会
入
賞
を
目
指
し

岩
手
県
営
運
動
公
園
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
1
年
生
が
17
名
入
部
し
、

活
気
の
あ
る
日
々
を
送
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
新
人
戦
で
は
男
子
走
高
跳
に
お

い
て
3
位
入
賞
、
男
子
棒
高
跳
に
お
い

て
6
位
入
賞
と
い
う
成
果
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
1
年
生
と
い
う
こ
と
で
、

同
学
年
は
も
ち
ろ
ん
上
級
生
に
も
刺
激

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
長
距

離
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
1
年
生
が
主

体
と
な
り
、
岩
手
県
新
人
戦
で
は
男
子

8
0
0
m
に
お
い
て
B
決
勝
進
出
を
果
た

し
、
着
実
に
力
が
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
今
年
度
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
は
更
な
る
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
に

努
力
し
、
一
人
で
も
多
く
全
国
大
会
・

東
北
大
会
に
出
場
出
来
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問
／
工
藤　

洸
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
第
69
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
盛
岡
地
区
予
選

第
1
回
戦

　

盛
岡
中
央
55
―
66
盛
岡
商
業

敗
者
復
活
戦

　

盛
岡
中
央
82
―
38
不
来
方
・
紫
波
総
合（
合
同
チ
ー
ム
）

　

岩
手
県
大
会
出
場

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
現

予
選
リ
ー
グ

　

1
―
4
東
北　
　
　
　
　

　

0
―
4
秋
田
令
和　
　
　

予
選
敗
退

女
子　

個
人
戦

　

吉
田
雛（
2
Z
2
）・
山
本
愛（
2
Z
2
）

ペア予選
リ
ー
グ

　

0
―
4
秋
田
令
和　
　
　

　

0
―
4
福
島
東
陵　
　
　

予
選
敗
退

　

新
人
戦
に
お
い
て
、
惜
し
く
も
個
人

戦
の
出
場
を
逃
し
、
悔
し
い
気
持
ち
を

抱
え
な
が
ら
県
大
会
の
団
体
戦
に
臨
ん

だ
結
果
、
敗
退
は
し
た
も
の
の
各
ペ
ア
内

容
の
濃
い
試
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
東
北
私
学
大
会
へ
の
出
場
も

叶
い
、
全
国
レ
ベ
ル
の
試
合
を
体
感
し
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
る
こ

と
で
よ
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

ま
す
。�

（
顧
問
／
梅
木
翔
太
）

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
令
和
5
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

●
第
50
回
東
北
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子　

出
場（
岩
手
県

少
年
男
子
選
抜
）

●
第
18
回
東
北
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会　

出
場

　

2
0
2
3
年
8
月
に
北
海
道
石
狩
市

で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
し
て

参
り
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
と
な
り
、
少

数
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す

が
、
2
0
2
4
年
3
月
に
山
口
県
で
行

わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
向
け
て
、
冬
季
の

練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
顧
問
／
田
村
紘
大
）

【
少
林
寺
拳
法
部
】

　

第
17
回
東
北
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法

選
手
権
大
会
に
、
本
校
3
年
生
の
生
徒

3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
者
の
多

く
は
小
学
生
か
ら
始
め
た
拳
士
も
多

く
、
有
段
者
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
今
回

参
加
し
た
中
央
高
校
の
生
徒
は
、
早
く

て
も
中
学
校
1
年
生
か
ら
始
め
た
子
の

た
め
最
高
で
も
3
級
の
級
拳
士
で
し
た

が
、
堂
々
と
し
た
演
武
を
披
露
し
て
お

り
ま
し
た
。
単
独
演
武
で
は
構
成
の
ミ

ス
に
よ
る
減
点
も
あ
り
最
下
位
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
も

良
く
出
て
お
り
良
い
演
武
と
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
減
点
が
無
け
れ
ば
、
も
う
少

し
順
位
が
上
で
あ
っ
た
と
い
う
話
も
い

た
だ
け
ま
し
た
。女
子
の
組
演
武
で
は
、

参
加
者
が
3
組
の
た
め
、
最
下
位
で
は

あ
る
も
の
の
3
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
良
く
声
も
出
て

い
て
、
練
習
の
成
果
が
出
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
も
っ
と
級
拳

士
が
参
加
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
中
で
の

1
位
を
取
れ
そ
う
だ
っ
た
と
も
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

（
顧
問
／
中
村
祐
史
）

【
ゴ
ル
フ
部
】

●
東
北
Jr
ゴ
ル
フ
選
手
権

　

5
位　

後
藤
羽
翼（
3
A
2
）

（
日
本
J
r
ゴ
ル
フ
選
手
権
出
場
）

●
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権（
女

子
団
体
の
部
）東
北
大
会

　

2
位（
全
国
大
会
出
場
）

●
国
民
体
育
大
会（
鹿
児
島
県
）ゴ
ル
フ

競
技
・
女
子
の
部

　

出
場　

中
野
舞
子（
2
Z
4
R
）

●
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
秋
季

東
北
大
会

女
子
の
部

　

3
位　

中
野
舞
子（
2
Z
4
R
）

（
全
国
大
会
出
場
）

　

12
位　

佐
々
木
ひ
か
り（
1
B
1
）

　

16
位　

新
田
智
央（
1
B
2
）

今
年
度
も
各
種
大
会
で
好
成
績
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
7
月
の
東
北

Jr
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
は
3
A
2
後
藤
羽

翼
が
5
位
と
な
り
日
本
Jr
ゴ
ル
フ
選
手

権
に
出
場
。
10
月
の
秋
季
東
北
大
会
で

は
2
Z
4
R
中
野
舞
子
が
3
位
と
な
り

来
春
3
月
に
兵
庫
県
三
木
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
女
子
団
体
戦
で
東

北
地
区
2
位
と
な
り
6
年
ぶ
り
5
度
目

の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
後
も
本
校
の
活
動
だ
け
に
限
ら

ず
、
岩
手
県
ゴ
ル
フ
連
盟
は
じ
め
関
係

各
位
と
連
携
し
、
ゴ
ル
フ
の
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問
／
高
橋　

亨
）

【
さ
ん
さ
同
好
会
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
長

く
制
限
を
受
け
て
い
た
各
種
社
会
活
動

も
よ
う
や
く
規
制
緩
和
と
な
り
、
盛
岡

さ
ん
さ
踊
り
も
4
年
振
り
に
通
常
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
こ
の

時
の
た
め
に
今
年
は
四
月
早
々
か
ら

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
練
習
を
開
始
し
ま

し
た
。
例
年
七
月
以
降
は
練
習
に
熱
が

入
り
ま
す
が
、
今
年
は
連
日
猛
暑
日

で
さ
ら
に
過
酷
な
練
習
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
4
年
前
に
S
学
園
高
校

に
奪
わ
れ
た
優
勝
旗
を
奪
還
す
る
と
い

う
目
標
の
た
め
一
致
団
結
し
て
乗
り
越

え
て
、
本
番
で
は
高
校
生
ら
し
い
元
気

で
統
一
性
の
あ
る
パ
レ
ー
ド
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
終

了
後
に
行
わ
れ
た
結
果
発
表
で
、「
優

勝
は
盛
岡
中
央
高
等
学
校
!
」の
ア
ナ

ウ
ン
ス
の
瞬
間
は
喜
び
よ
り
も
安
堵
の

思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。今

回
取
り
戻
し
た
優
勝
旗
を
二
度
と

他
校
に
奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

来
年
以
降
も
生
徒
た
ち
に
は
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問
／
岩
崎
聡
史
）

【
家
庭
部
】

家
庭
部
は
毎
週
月
曜
日
の
放
課
後
に

『
ク
ッ
キ
ン
グ
』を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
ワ
ッ
フ
ル
・
ク
レ
ー
プ
・
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
等
の
お
菓
子
作
り
や
グ
ラ
タ

ン
・
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
等
の
食
事
系

に
加
え
、
今
年
度
は
ひ
っ
つ
み
・
き
り

せ
ん
し
ょ
等
、
新
た
に
い
わ
て
の
郷
土

料
理
を
取
り
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
部
員
も
増
え（
現
在
男

子
3
名
、
女
子
8
名
）、
和
気
藹
々
と

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
7
月
の
昇

龍
祭
で
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の「
4
種
の

カ
ラ
フ
ル
た
い
焼
き
」の
模
擬
店
を
出

店
。
作
っ
て
も
直
ぐ
に
な
く
な
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
、
2
日
間
で
4
0
0
個
販

売
し
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
に
は
本
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
家
庭
部
体
験
に
た

く
さ
ん
の
中
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
東
亜
和
裁『
浴
衣
作
り
体
験
』に

は
男
子
を
含
め
た
6
名
が
参
加
し
、
和

裁
を
体
験
し
ま
し
た
。
8
月
に
は
盛
岡

さ
ん
さ
に
出
演
す
る
さ
ん
さ
同
好
会
の

生
徒
、
教
職
員
の
着
付
け
を
担
当
。
8

月
の
C
H
U
O
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

茶
道
体
験
で
は
、
姉
妹
校
の
生
徒
や
引

率
の
先
生
方
へ
の
浴
衣
の
着
付
け
を
し

ま
し
た
。
今
年
は
色
と
り
ど
り
の
髪
飾

り
を
手
作
り
で
準
備
し
た
の
で
、
と
て

も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
校
外
活
動
と
し

て
、
イ
ン
ク
ル
子
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
、
そ
し
て
令
和
6
年
2

月
に
は
家
庭
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。『
い
わ
て
女
性
の
ス
ペ
ー

ス
・
ミ
モ
ザ
北
さ
ん
の
生
理
用
品
提
供

事
業
』活
動
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
女

子
ト
イ
レ
に
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
希

望
者
に
は
昼
用
夜
用
を
セ
ッ
ト
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
校
内
外
で

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
い
つ

で
も
入
部
で
き
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し

ま
し
ょ
う
‼�

（
顧
問
／
藤
原
陽
子
）

【
芸
術
部
】

〔
美
術
〕

●
第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門

　

岩
手
県
代
表　
下
河
原
陽
由（
2
A
2
）

●
第
46
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭 

美
術
工
芸
展

〈
絵
画
部
門
〉

　

特
賞（
全
国
展
推
薦
）

　
　
　
　

下
河
原
陽
由（
2
A
2
）

　

入
選　

工
藤　

心
愛（
3
Z
1
）

　

下
河
原
さ
ん
の
作
品
は
、
岩
手
県
代

表
と
し
て
2
0
2
4
ぎ
ふ
総
文
に
出
品

予
定
で
す
。

〈
デ
ザ
イ
ン
部
門
〉

　

入
選　

谷
村　

美
侑（
3
Z
1
）

〈
立
体
部
門
〉

　

入
選　

下
河
原
陽
由（
2
A
2
）

〔
書
道
〕

●
第
24
回
高
校
生
国
際
美
術
展

書
の
部

　

奨
励
賞　

新
谷　

三
汰（
3
Z
1
）

●
第
18
回
岩
手
日
報
高
校
書
展

　

秀
逸
賞　

新
谷　

三
汰（
3
Z
1
）

●
第
46
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

書
道
部
門　

第
１
種　

漢
字

　

入　

選　

新
谷　

三
汰（
3
Z
1
）

　

芸
術
部
は
、
昇
龍
祭
や
高
総
文
祭
に

向
け
た
作
品
制
作（
美
術
・
書
道
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
制
作
に
お

い
て
は
新
し
い
挑
戦
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
美
術
で
は
絵
画
以
外
の
部
門
へ
の

出
品
、
書
道
で
は
第
１
種（
全
紙
・
聯

落
ち
サ
イ
ズ
）へ
の
出
品
と
な
り
ま
し

た
。
芸
術
部
の
作
品
の
一
部
は
、
１
号

館
～
２
号
館
の
渡
り
廊
下
に
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
顧
問
／
佐
藤
律
子
）

【
吹
奏
楽
部
】

●
第
1
回
定
期
演
奏
会

吹
奏
楽
部
は
、
付
属
中
学
19
名
・ 

高
校
9
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
去
る

9
月
30
日（
土
）に
第
1
回
定
期
演
奏
会

を
公
会
堂
に
て
開
催
し
、
多
く
の
方
に

御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
は
、
野
球
応
援
や
昇
龍

祭
で
の
演
奏
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
式
典
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
、
そ
し
て
次
年
度
の
演
奏
会

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
演
奏
機
会
を
増
や
し
、
も
っ

と
多
く
の
方
に
演
奏
を
聴
い
て
い
た
だ

け
る
よ
う
基
礎
練
習
や
曲
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
!

（
顧
問
／
中
森
淳
・
大
山
さ
き
）

【
囲
碁
将
棋
部
】

〔
将
棋
〕

●
第
42
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

将
棋
新
人
大
会

男
子
個
人
戦（
ベ
ス
ト
8
以
上
）

　

B
級　

久
保
優
翔（
2
V
）　

第
5
位

　

C
級　

細
川
昂
徳（
1
S
Z
2
）第
1
位

〔
囲
碁
〕

　

渡
邊
和
貴（
2
S
Z
2
）

●
第
47
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校

囲
碁
選
手
権
大
会（
東
京
）

　

男
子
個
人
戦
ベ
ス
ト
16

●
第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
鹿
児
島
大
会
）囲
碁
部
門

　

男
子
個
人
戦
24
位

●
令
和
5
年
度
岩
手
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
囲
碁
新
人
大
会

　

男
子
個
人
戦　

A
級
優
勝

●
第
37
回
東
北
地
区
高
等
学
校
囲
碁
選

手
権
大
会

　

県
対
抗
団
体
戦
主
将　

出
場
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　今年度も２度会報を発行することができました。９月には創立６０周年記念式典、そして４年ぶりに海外姉妹校を招待して国際教育フォー
ラムを開催することができました。PTAとしては11月に４年ぶりの県外大学見学会として秋田大学を見学しました。来年度も生徒達の活
躍を見守り、支えていきたいと思っています。
　今号発行にあたり、多くの先生方・生徒、そしてPTA会報委員会の方々にご協力いただきました。ありがとうございました。

編
後
集
記

本校の総合的な探究の時間では独自の「シン・岩手学」というプログラ
ムを実施しており、岩手県が抱える諸課題に対しての解決策を高校生と
して考え、発信していくことを目標としてます。そこで岩手県外から移
住して、現在では岩手県の魅力を発信している天津木村氏に講演を依頼
し、10月 2 日（月）に実施しました。自身の人生や岩手県の魅力について
ユーモアを入れながら講演いただき、生徒たちも楽しみながら聞き入っ
てました。� （教育企画課長／梅木翔太）

10月16日（月）に附属中学生と高校 1 年生を対象に和太鼓チーム暁様に
よる公演が行われました。暁は男女混合のプロ和太鼓チームで、大太鼓
コンテストで多数の受賞歴を持つ他、三度の日本一と文部科学大臣賞を
受賞しているチームです。当日はバラエティーに富んだ演奏で、篠笛な
どの和楽器を織り交ぜた曲も披露していただきました。公演の中では和
太鼓の体験コーナーも実施していただき、生徒は実際に和太鼓を演奏し、
貴重な経験もできました。生徒を代表して、 1 Ａ 1 組片岸君より「実際
の和太鼓の音の響きに感動しました。和太鼓の魅力、楽しさも感じるこ
とができ、貴重な体験でした」と感想を述べてもらい、 1 ＳＺ 2 組瀧澤
さんの花束贈呈をもって公演が終了いたしました。（教務課長／山田智）

天津木村氏講演会

和太鼓  暁　― 盛岡中央高校公演 ―

　「岩手の魅力と課題の発見」という講義名のもと、天津
木村さんに興味深い講演を開いていただきました。実際
は、天津木村さんの半生を振り返り、笑いを交えながら
これから社会に出ていく私たちへのアドバイスをいただ
くという時間が大半でした。あれほど会場に楽しい雰囲
気が漂う講演は初めてで、流石、一流の芸能人だなと感
じました。
　講演を聴いて私が特に心に残った言葉は、「チャンス
はそこらへんにある。どれほど拾い上げられるかが重要
なんです。」という言葉です。この言葉を受けて、人生に
おいてささいなチャンスに気がつけるような広い視野を
もち、自ら行動することが大切なのだと気がつきました。
また、岩手県の魅力についてお話をいただいた際には、
長年岩手に住んでいる私たちでは気がつくことができな
い魅力があふれていることに気がつかされました。
　沢山の気づき、学びの場を設けて下さった天津木村さ
んに感謝いたします。� 森山魅潤（2SZ2）

本
校
の
経
営
母
体
・
学
校
法
人
龍
澤
学
館
の
龍
澤

正
美 

前
理
事
長
が
6
月
4
日
に
逝
去
い
た
し
ま
し

た
。
享
年
83
歳
で
し
た
。
平
成
6
年
、
第
2
代
理
事

長
に
就
任
し
た
龍
澤
正
美
前
理
事
長
は
、
時
代
の
変

化
を
見
据
え
た
学
校
改
革
に
着
手
。
進
路
指
導
体
制

や
海
外
姉
妹
校
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
な
ど
、
本
校
が
岩
手
県
を
代
表
す
る
文
武

両
道
の
進
学
校
へ
と
進
化
・
成
長
す
る
過
程
で
、
絶
大
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

ま
し
た
。
私
学
に
お
け
る
人
材
づ
く
り
、
学
校
改
革
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
の
教
育

関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
で
24
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

C
H
U
O
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
の
象
徴
的
な
教
育
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で

す
。
本
校
は
こ
れ
か
ら
も
、龍
澤
尚
孝
新
理
事
長
を
先
頭
に
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

龍
澤
正
美
前
理
事
長
が
築
き
上
げ
た
遺
産
を
継
承
し
、
生
徒
・
保
護
者
、
そ
し
て
社
会

全
体
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
6
月
28
日
付
け
で
学
校
法
人
龍
澤
学
館
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
龍
澤
尚
孝
で
ご
ざ
い
ま
す
。
創
設
者
の
祖

父
、
初
代
理
事
長
の
祖
母
、
前
理
事
長
の
父
か
ら
受
け
継

ぎ
三
世
代
目
の
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
、
そ
の
重
積
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。（
当
法
人
は
本
年
度
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
そ
の
間
、
時
代
の
要
請
に
応
え
幼
保
、
中
学
校
、

高
校
、
予
備
校
、
専
門
学
校
と
そ
の
事
業
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
多
数
の
有
意
な
人
材
を
育
成
し
て
き
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。）

盛
岡
中
央
高
校
、
附
属
中
学
校
は
本
年
で
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
学

と
し
て
の
志
を
表
し
た
理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
柱
と
し
、
さ
ら
な
る
質
の

高
い
教
育
の
提
供
、
人
材
育
成
を
行
う
べ
く
教
職
員
一
同
、
日
々
教
育
活
動
を
実
践
し

て
お
り
ま
す
。
地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国

内
に
お
け
る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な

時
代
に
お
い
て
も
変
化
に
対
応
し
、
社
会
を
よ
り
良
く
し
、
自
ら
も
成
長
し
続
け
ら
れ

る
そ
ん
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
生
徒
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

P
T
A
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
本
校
の
活
動
に
、
日
々
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

龍
澤
正
美
前
理
事
長
が
逝
去
い
た
し
ま
し
た

理
事
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ


